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Abstract: As for global warming solution, greenhouse gas curtailment is expected. COP3 
adopted the Kyoto Protocol in 1997. Environmental education is one way to solve an 
environmental problem. In this paper, in cooperation with the junior school, the junior high 
school and the high school, the CO2 intensive measurement experiment corresponding to the 
global warming based on environmental education execution is conducted, and the practical 
program of environmental education is verified. 
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１ 研究の目的 































































































 2003年 10月 9日、デテクタを用いた地上濃度計測（図 2）の実験を行った。また、計測
データをもとに CO2濃度分布マップの作成を試みた。 
実験に当たっては、名古屋産業大学を中心とする南北 1.2ｋｍ、東西 1.6 ㎞のエリアを
100m四方に区切った 192地点を対象に計測を行った。計測に当たっては、4～5名程度のグ
ループを編成し、①計測場所を案内するナビゲーター②計測者③記録者④計測地点の撮影
者、以上の 4 つの役割を設定した。また、学校現場での CO2濃度の計測実験を想定し、計














図 2 地上濃度計測の仕組み 
 






R S 2 3 2 C ケーブル 
センサユニット 
C O 2 デテクタ本体 
電源：単 3 電池 6 本 あるいは A / C アダプタ 
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  身近な場所の CO2 濃度を計測することによって、地球温暖化等の環境問題について考
える。 
② 授業の狙い 
  CO2 大気濃度観測システムを使って、学校内や学校周辺の CO2 濃度を実際に計測し、
その結果を分析することを通して、地球温暖化等の身近な環境問題に興味・関心を持
つとともに、地球環境への問題意識を高めていく機会とする。 
③ 授業の構成及び日程（１年生選択理科：金曜日 3 限目 11:00～11:50） 
 ⅰ）オリエンテーション及び基礎的学習：３時間 
第１週（10 月 22 日） 元南極観測隊員 石崎教夫氏の環境に関する講演（全校行事） 




第３週（11 月 05 日） 地球温暖化の背景と現状 
 ⅱ）CO2濃度の計測実習：４時間 
第４週（11 月 12 日） CO2濃度の計測実習① 
第５週（11 月 19 日）    〃     ② 
第６週（11 月 24 日） 気球による CO2濃度の計測実習 
第７週（11 月 26 日） CO2濃度の計測実習③ 
 ⅲ）計測データの分析及び結果の考察：３時間 
第８週（12 月 10 日） 計測データの分析～CO2濃度マップの作成① 
第９週（12 月 17 日）    〃              ② 







































 CO2濃度の地上計測を行った 3 日間の主な気象条件は、表 1-1 から表 1-3 に示すとおりで
ある。 
 
表 1-1 第 1 回計測時の気象条件 曇り時々雨 














11 時 1012.2 18.4 80 北西 6.3 -- 





表 1-2 第 2 回計測時の気象条件 晴れ 














11 時 1023.2 16.6 50 北西 7.5 -- 
12 時 1022.6 17.1 47 北西 7.1 -- 
 
表 1-3 第 3 回計測時の気象条件 晴れ後曇り 














11 時 1021.5 13.8 54 南東 1.2 -- 
12 時 1019.8 14.9 53 南東 2.6 -- 
 
② CO2濃度マップ 
3 日間の計測データを用いて CO2濃度マップを作成した。図 5-1 から図 5-3 は、校庭で
基準値を計測し、補正式（計測値／基準値）を用いて、各計測ポイントの濃度変化（5区分）
並びに風向、風力を二次元の平面上にプロットしたものである。また、図 6-1 から図 6-3
は、擬似 3次元表示により、各計測ポイントの濃度変化（5区分）と風向、風力のデータを
合成したものである。 




図 5-1  CO2濃度マップ（第 1 回計測時）   図 6-1  CO2濃度マップ（第 1 回計測時） 
 
    
図 5-2  CO2濃度マップ（第 2 回計測時）    図 6-2  CO2濃度マップ（第 2 回計測時） 
    
図 5-3  CO2濃度マップ（第 3 回計測時）    図 6-3  CO2濃度マップ（第 3 回計測時） 
 
③ 地域環境評価ツールとしての有効性 
 CO2濃度観測を行った 3 日間の CO2濃度マップを比較すると、第 3 回観測日の CO2濃度
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